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 2006 年 12 月に創刊号が発行され早 50 号を迎え     

ました。現在ある事業所「コスモス男山」は勿論のこと影も、

形もない時代でした。16 年間の様々な状況が走馬灯のごと

く胸に去来します。「コスモスだより」は当初、会員相互の意

見交換、コスモスでの活動を会員へ伝達する手段として位

置付けされていましたが、今や地域に根差した広報的な役割も合わせ持ち、地域の中に溶け込

んでいるといっても過言でないと思います。開設までの経過は至る所で報告しているので割愛し

ますが、「高齢者の居場所づくり」という此れからやっていこうとする活動の足掛かりを模索・構

築する―というのが出発の原点だったという事だけ記しておきます。 

さて５０号を迎えるにあたって忘れ難いのは編集を担ってきた方の存在です。それぞれ個性を

持った方々で紙面の性格は彼らによって規定された部分が大でありました。その中にあってノリ

鉄ファンで青春切符(この方当時６０歳後半です)によって全国を普通列車で巡ったという記事

を数回に分けて記事にした S・S さんはとてもユニークな存在でした。異色な編集者が今後も出

てくるのを期待したいと思います。 

最後に介護保険制度が出来て２０数年が経ちます。女性を介護から解放する筈のこの制度が

かなり劣化し、朽ち果てて仕舞うのか、再生可能なのか岐路に立っています。この制度を好意的

にみるならば措置制度時代とは異なり介護サービスが充実し、選択の幅が増え、更に利用者数

が飛躍的に増大した事にあるといわれています。しかし現状は高齢者の実態に即した介護度判

定より保険者の立場に傾き過ぎているとも指摘されています。 

介護が家族（女性）に回帰・逆行しないよう望むところです。 

事務局 井上和彦  
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－２－ 

創刊号～第 3号 

2024 年には医療・介護保険制度のダブ

ル改定が行われる。『生活と自治』（生活クラ

ブ生協）が、「介護崩壊」ストップ特集をアピ

ールしている。 

 世界に先駆ける少子高齢化の渦中で（人

は誰も老い、医療や介護の社会的支援を必

要とする）日々を生きている私達は、国民の

声を素通りして、憲法をも白紙化する時代

に、どのように怒りの旗を立てるのか。私達

一人、ひとりの、日々の重い課題である。

「コスモス」と共に何ができるだろう？  

理事 秋山花子 

 

コスモス男山バンザイ！ 

「コスモスだより」50号お目出度うございま

す。ここまでも種々のご苦労があったことと推

察します。ぼくはこの 10年余「おいでやすコス

モス」で美味しいランチを頂いています。栄養

バランスも良く、お陰様でぼくはまだまだ健康

です。 

人とのつながりを大事にし、一緒に美味しい

食事が楽しめるのは、いきいきと生きるために

も、介護の現場でも大切です。  

  前号で紹介がありましたが、コスモス男山に移

られて、精神状態が明るい方へ笑顔も出る方へ

画期的に変わられた実例があります。この奇跡

の様な大変化は、コスモス男山のスタッフ全員の

介護内容の適格・良好さの表れです！   

  ランチを含め（笑）、 コスモス男山の繋がりが、

少しずつでも広がっていく事を祈っています。 

             運営推進会議委員 小笠原信 

「コスモスだより」50号発刊に寄せて 

「コスモスだより」50号の発刊、心よりお祝い

を申し上げます。 

記念すべき 50 号の発刊を迎えられましたこ

とは、皆様の日々のご努力の賜と心より敬意を

表します。 

私の父は「親の面倒は見なくていいから、好き

に生きていいよ。」と私に言ってくれました。「子

が親の老後をみるのが当たり前」の時でした。私

が父の年になった今は、子供の世話にならず「自

由なシニアライフ」を目指すなど考え方や社会の

仕組みも多様になりました。「老後は一人暮らし

も当たり前」の今、地域の拠点としての活動など

様々な取り組みをされ、職員の方々の笑顔で丁

寧な介護には安心や希望を感じます。 

「コスモス男山」がますます発展されますよう

心からご祈念し、50 号の発刊に寄せてのお祝

いの言葉とさせていただきます。 

運営推進会議委員 奥平吉照 

 

いつの間にか50号を迎えた「コスモスだよ

り」ですが、その編集方針は一読者として考え

ますと、初刊より俯瞰的であったように思い

ます。これからも俯瞰的発信を続けて欲しい

です。 

 今後は、さらに地域の人たちに親しみのあ

る、地域に貢献できる施設として、発展を目指

して欲しいと思っています。この点で、介護予

防を目的とした「きらっと☆シニア俱楽部」の

取り組みは、素晴らしいと存じます。また昨

今、老齢の一人暮らしが増加傾向にあります

が、いまコスモス男山には「コスモス会」とし

て、一人暮らしの人との繋がりを、ボランティ

アが支えておられますが、その拡がりに努力

されることも非常に大切だと思われます。地

域貢献に関しては、町ギャラリー・おいでやす

などに個人的に希望がありますが、最後にコ

スモス男山の発展を願ってペンをおきます。  

理事/運営推進会議委員 黒澤喜美枝 

 

 



 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３－ 

「コスモスだより」50号記念に寄せて 

散歩や外出の途中で、コスモス男山の職員さ

んが何かの様子を窺っているみたいな、誰かの

後をつけているの？そんな場面に私は何度か遭

ってきました。そしてその前方には一人の利用者

さんの姿が。 

 今日は暑いやん・・・、雨が降らなければいいけ

ど・・・え、帰る時はどうするのん等々頭の中は考

えがあちこちに飛びます。 

 16年前、地域密着型の小規模多機能居宅介護

事業所へと歩き出した NPO 法人介護の家コス

モス男山、次々と押し寄せる難題に、一理事とし

て不安や心配も期待とわくわく感の方が勝って

いました。 

 年々一歩ずつパワーアップをして、前述の見守

り介護の介助者の眼差しや態度に、筋力は着実

にインナーマッスルに迄付いて来ているのでは

と感じています。今は理事を離れましたがこれか

らもコスモス男山の哲学と理念の継続に応援を

送ります。   

元理事 坂本千恵 

 

「コスモスだより」50号発刊に寄せて 

「コスモスだより」創刊号で当時の理事長が 

“不安な時代だからこそ共に支えあい、高齢者

のみならずすべての住民の憩いの場として、ケ

アの質の向上・職員の労働条件の整備を確立

していく”と述べておられます。第 49 号では

事務局長が “介護政策は全世代にわたるケア

ラー支援を大きな柱として、学校や地域、周囲

の大人や介護事業所が（ヤングケアラーも含め

て）サポートする体制を築いて行くことの必要

性”を述べておられます。 

これからのコスモス男山は、二人のお言葉が

示す方向を目指してほしいと感じています。力

不足ですが、そのお手伝いができればと思っ

ています。 

理事 椎名みゆき 

「コスモスだより」50 号の発行 おめでと

うございます。私の母がコスモスでお世話に

なった事から 10 年にわたるご縁になります

が、コスモスのあたたかい雰囲気は、ずっと

変わりません。時々「おいでやす」でお昼ご飯

を頂きますが、美味しくて幸せな気持ちにな

ります。これからも、利用する人がホッと安ら

ぐ、あたたかい居場所のコスモスを応援して

おります。   

元運営推進会議委員 仁科法子 

60 代後半で福祉活動に携わったことで、住

民の方がいつまでも住み慣れた地域で暮らし

ていく為には、住民側も各種支援体制の理解

に努め、有効に活用していけるよう声掛けして

いくことが大切だとわかってきました。コスモ

ス男山との出会いは私自身の活動の参考とな

り、目標も明確になってきました。 

コスモス男山が、一人ひとりの違いを理解し

それを尊重したケアを提供されている様子、ま

た利用者の皆さんが安心して身を委ねておら

れる様子を拝見して、開設よりの目標を着実

に実現しておられることを強く感じています。 

運営推進会議委員 濱川妙子  

 

 

コスモス男山を 

支えて下さっている皆さん 
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（
三
宅
悦
子 

理
事
長
） 

内容が多岐にわたっていて読み応えがあるというのが、

率直な感想です。特に巻頭のページは書き手の思いが詰ま

っていて、自分の知らなかったことに気づかされます。 

利用者さんのページも充実しているので、コスモス男山

の事をわかってもらえたら、と包括支援センターはじめ近

隣の介護事業所などにも届けています。４９号分、ざっと

読み返してみると、自分を含めた事業所の歴史が見えてき

ます。これからも、コスモスの情報発信の一つとして続け

ていけたら、と思います。     (西村宜子 所長) 

 

巻頭言は、難しいこともありますが、普段考えたこと

のないことが書かれていたりして、参考になります。資

格取得の際などに書かせていただいたことがあります

が、自分の文章力のなさや勉強不足を改めて考えさせら

れる機会になりました。 

  写真がたくさん入っていて、雰囲気が伝わりやすいの

で、利用者さんたちが外に出られて楽しそうにされてい

る様子や、手作りおやつを作られている様子など、もっ

と載せられるといいと思います。    

 (栗山かおる 主任) 
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利用者さんの笑顔の写真が載っている記事が好きです。お出 

かけだけでなく、手仕事や行事の中でみせてくれる皆さんの笑

顔が微笑ましくて、嬉しくなります。 

以前、毎年取り組んでいる新年の干支の飾りづくりについて

書かせていただいたことがあります。文章が苦手で嫌だったの

ですが、利用者さんが色々なアイデアを出してくださったな

あ、助けてもらったなあ、と、これまでの深かった関わりを

次々に思い出し、胸が熱くなりました。（汐池久子 介護職員） 

 

色々なテーマに添って綴られ、参加が出来なかった行事

も、写真や文字により、利用者様の自然な笑顔を拝見する

事ができる「コスモスだより」は、毎号が楽しみです。 

地域講習会や俳句、短歌など地域の皆様とコスモスの繋

がりを感じられる事も、素敵ですね。 

（栗林民恵 調理担当） 

 

全
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っ
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い
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は
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つ
い
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。
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。
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角 

都 
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護
職
員)

 

  介護や調理スタッフ、喫茶のお客さん、近所の方など様々な人の想いや、世の中の流

れ、災害時の事、等々毎号幅広い記事であきません。次、何しよう？と考える編集委員の

方々の大変さが伝わります。 

  新企画として 20 代の若者に書いてもらう記事はどうでしょう。高齢者問題とか、最近電

車で会ったおばあさんの話とか、子供の頃の祖父母の話とか。家で老人と接したことのな

い若い人は、全く異世界と思ったり、認知症なんか宇宙人くらい遠い人と思ってるかもし

れないけど、現代の大きな問題だから。いろんな若者の記事のページができたら読む人も

楽しいかもしれません。                 （大塚秋子 看護職員） 

 
今までは看護師しかできなかった喀痰吸引が、法律 

の改正によって介護福祉士も資格を取れるようになりまし

た。コスモスでも栗山さんが頑張って取得し、早速業務に

従事出来るようになったことが「コスモスだより」で紹介

されましたが、こういったニュースをお届けできたこと

で、利用者さんや家族の方は、大変心強く、安心されたの

ではないかと思いました。 

（堀之内みち子 介護職員） 
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で
も
こ
の
「
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ス
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ス
だ
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り
」
が
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り
、
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な
こ
と
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る
こ
と
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利
用
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さ
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も
そ
う
で
き
て
い
た
ら
な
と
強
く
思
い

ま
し
た
。 （

井
村
貴
枝
子 

調
理
担
当
） 

個人的には利用者さんと季節の花などの

写真が載っている紙面が好きです。読者の

方も楽しんでおられるのではないでしょう

か。それから同僚の書いた文章を読むこと

も、なるほど、と思うことが多く、刺激に

なっています。 

職場全体が仲良く、みんな笑顔で過ごし

ているので、その雰囲気が伝わればいいな

あと思っています。 

(工藤昭子 調理担当)  

  「コスモスだより」2006 年 12 月創刊から 50 号、おめでとうございます。八幡市で

は人口の約３０％が高齢者です。そして第一次ベビーブーム世代が介護を必要とする年

代に入り、高齢者が高齢者の介護を行うのが昨今の状況です。 

 運営委員会では、他施設からコスモス男山に移って、以前より表情が明るくなったと

か、コスモス男山に決断された思いなどのお話をご家族から伺うことができました。こ

ういった感想は、利用者や家族の方に安心感を持ってもらえるだけでなく、職員の皆さ

んが聞かれても励みになることだと思います。もっと「コスモスだより」で伝えてほし

い内容だと思います。          (矢野輝夫 配膳職員、運営推進会議委員) 

 

 
－４－ －５－ 

コスモス男山 職員のおへや  

 

自分が勤務し始めてからの「コ 

スモスだより」は、全部保管していま

す。読み返してみると、やはりクリス

マス会やひな祭りなどの行事の記事に

目が行きます。 

印象に残っているのは、コスモス祭

りについての記事です。コロナでもう

3 年できていませんが、利用者さんだ

けでなく、ご家族も参加されてとても

喜んでおられたことが、忘れられませ

ん。ちなみに私は、たこ焼き担当でし

た。   (澁谷ちなみ 介護職員) 

 

私がコスモスで仕事を始めたのは 4

年前。初めて「コスモスだより」に出

会ったのはコロナ前でした。保育園児

との交流記事やボランティアの方々が

来られ楽しませて下さる様子、コスモ

ス祭りで盛り上がる様子が印象的でし

た。利用者さんが、また外部の方々と

交流できる日が一日も早く来ることを

願っています。 

（津野法子 介護職員） 

 



－６－ 

 

「コスモスだより」で私が一番いいなと思

うのは、コスモスでの活動行事が、写真で載

っているところです。桜が咲いた時は皆さん

で花見にどこどこに行きました、市民の森に

散策に行きました、行った皆さんが笑顔で輪

になっている写真が掲載されている。 

日頃、皆さんが一緒になって過ごされてい

る所を写真で掲載し、家族の方への情報を伝

える最高の手段だと思います。是非続けて下

さい。      井上士郎 送迎担当 

 

冒頭の挨拶文では、最近の世相を反映した内容を、あらゆ

る切り口からの介護の考え方等が書かれており、いつも教え

られ、気付かされながら読んでいます。コスモスアラカルト

もコスモス文芸もそれぞれ特徴があり、良いと思います。そ

の中でも私は、コスモスアラカルトの記事が一番気に入って

ます。季節折々の行事に合わせてコスモス独自の催し物を楽

しく読んでいます。クリスマス会、誕生日会、花見等で利用

者さんが、参加されて楽しく時間を過ごされている記事が最

高です。これが全てを物語っていると私は思います。利用者

さんの笑顔が私達のやりがいに繋がっているのは間違いあり

ません。利用者さんの元気な姿を少しでも多く載せられるこ

とを期待します。       田中一夫 送迎担当 

 

交
差
点
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
生
死
と
い
う
抽
象

的
な
も
の
で
な
く
、
介
護
そ
の
も
の
が
生
活
の
顔
を

持
っ
て
い
る
。
「
コ
ス
モ
ス
男
山
」
と
い
う
施
設
が
、

男
山
団
地
に
在
る
こ
と
が
、
そ
の
地
域
性
ゆ
え
に
活

動
が
外
へ
開
か
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
し
、
同
時
に

閉
じ
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ど
の
よ
う
に
打
開

す
る
か
。
小
さ
な
事
で
は
「
図
書
室
」
に
読
書
ノ
ー

ト
を
置
く
、
時
間
が
か
か
る
が
、
市
の
福
祉
を
巻
き

込
ん
で
、
地
域
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
会
な
ど
を
企

画
し
、
継
続
し
た
活
動
へ
繋
げ
る
こ
と
。 

橋
本
在
住 

北
岡
敏
範 

 

 

「
コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
」
第
50
号
の
発
刊
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
コ
ス
モ
ス
男
山
」
を
立
ち
上

げ
ら
れ
て
16
年
。
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
な
が
ら
、

な
お
こ
れ
か
ら
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
常
に
考
え

ら
れ
て
、
今
日
あ
る
の
で
す
ね
。
私
は
遠
く
離
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
近
く
に
越
し
て
き
て
老
後
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
通
っ
て
来
ら
れ
る
方
、
そ
の
家

族
の
方
、
職
員
の
方
々
の
な
ご
や
か
な
日
常
が
目
に

見
え
る
よ
う
で
す
。
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
お
世
話

に
な
り
た
い
と
思
わ
れ
る
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

富
山
在
住 
渡
辺
康
子 

 

以前、枚方市で「ふぇみん」で活動していたのですが、高齢化の波に勝てなくて（私も８７

歳）現在は休止しています。今は「高齢社会をよくする会」に属し、ゆっくりと活動していま

す。（コスモス男山の理事の）秋山さんたちが元気に活動しているのでうれしく思っています。

またこれからも「コスモスだより」にて“お顔を見る”のを楽しみにしています。                       

枚方市在住 村田孝子 

 

いつも元気なドライバー 

からもひと言 

読者からのおたより紹介 

おはよう！ 
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私
は
８
年
間
、
編
集
に
携
わ
り
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の
様
子
を
、
で
き
る

だ
け
生
き
生
き
と
伝
え
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
コ
ス
モ
ス 

ア
ラ

カ
ル
ト
」
と
い
う
欄
で
す
。
誕
生
日
会
や
お
花
見
、
も
の
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム
な

ど
に
一
緒
に
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
取
材
し
ま
し
た
。
裏
方
の
調
理
の
方
に

登
場
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
事
を
作
り
、
盛
り
つ
け
、
配
膳

し
、
食
べ
て
い
た
だ
く
ま
で
の
流
れ
を
紹
介
し
た
記
事
は
、
私
の
自
信
作
で

す
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
悪
戦
苦
闘
。
結
局
、
セ
ミ
プ

ロ
の
方
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
面
倒
な
更
新
を
ま
め
に
し
て
、
鮮
度
を

保
っ
て
く
だ
さ
る
現
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

「
コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
」
を
地
域
の
方
々
に
も
っ
と
沢
山
配
布
し
て
、
高
齢
社

会
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

河
上
高
志
（
第
18
号
～
第
41
号
担
当
） 

 

「
コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
」
と
の
お
付
き
合

い
は
、
5
年
前
、
「
よ
む
よ
む
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
紙
芝
居
を
さ
せ
て
頂
い
た
記

事
を
掲
載
し
て
も
ら
っ
て
以
来
で
す
。 

3
年
前
か
ら
パ
ー
ト
職
員
と
し
て
事

務
局
に
入
り
、
昨
年
か
ら
は
「
コ
ス
モ
ス

だ
よ
り
」
を
読
む
立
場
か
ら
、
編
む
立
場

に
変
わ
り
、
今
、
生
み
の
苦
し
み
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
の
は
、
印
刷
さ
れ

た
「
コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
」
を
開
く
瞬
間
の

わ
く
わ
く
感
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

事
。
だ
っ
て
、
そ
の
時
に
は
も
う
隅
か
ら

隅
ま
で
内
容
が
分
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
か
ら
。 

 
 
 

光
成
明
子
（
第
47
号
～
担
当
） 

設立 10 周年の記念行事。コスモス男山の歩

みをまとめた資料と共に、「コスモスだより」の

創刊号と 2 号を印刷して配布しました。立ち上

げの息吹がそこにはあり、その原点を皆さんと

共有したかったからです。一端であるとはいえ、

コスモスの歴史そのものだと思います。 

三上さんが編集長になって下さった数年前か

ら「コスモスだより」の編集委員となり、今に至っ

ていますが、コスモス男山というささやかな場

で出会った私たちの多様な視点、多様な願いや

言葉、生活が行き交う相を紙面に掬い取りた

い、というのが私の願いです。 

皆さんの率直な感想、意見、投稿が、「コスモ

スだより」だけでなくコスモス男山も NPO 法人

も育てていく。これからもどうかよろしくお願い

します。    

萬田久美子（第 42号～担当)  

 

 

第 46号より 第 34号より 

 

第 40号より 

 

第 45号より 

 

第 44号より 

 

第 42号より 

 

第 29号より 

 

編集者のつぶやき 

第 39号より 

 

外部からのお手伝いだったので、編集業務が主とし

てネットでのやり取りでした。ということから施設内で

の現場感覚が薄く、えてして、想像や空想をテコにして

文面をなぞる不安がついて回りました。そして、利用

者さんのご家族や読者の方々のお顔や目線の実存に

認識不足がありやなしやとの自問自答が常にありまし

た。そうした気持ちを与謝蕪村さんの俳句から拝借す

ると、“朝霧や画（え）に描く夢の人通り”でした。 

編集委員会での討論では、何を読者に届けるか、人

間尊重の視点を忘れていないか、そのことを記事の

隅々まで確かめながら進行する必要があるでしょう。

手作りで、篤い気持を届ける『コスモスだより』である

ことを願っています。  

三上正禮（第 32号～第 46号担当） 

 



 

 

 

 

7

月 

 

6

月 

    

5

月 

 

4

月 

      

  

3

月 

     

 

2

月 

1

日 

4

日 

n
iti 1

日 

  

19

日 

15

日 
 

日 3

日 

14

日 

10

日 

31

日 

 

27

日 

25

日 

25

日 

21

日 

20

日 

15

日 

3

日 

1

日 

25

日 

25

日 

22

日 

13

日 

9

日 

 

7

日 

1

日 

夏
季
賞
与
支
給 

第

18

回
定
時
総
会 

コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
第

50

号
発
行 

 

 

常
勤
研
修
（
地
域
と
コ
ス
モ
ス
男
山
に
つ
い
て
） 

第

1

回 

運
営
推
進
会
議 

～

5

日 

枚
方
市
民
の
森
散
策 

第

1

回 

定
例
理
事
会 

常
勤
研
修
（
小
規
模
多
機
能
に
つ
い
て
）

6

名 

常
勤
研
修
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
）
６
名 

P

法
人
に
つ
い
て
） 

６
名 

～

30

日 

お
花
見
（
さ
く
ら
近
隣
公
園
、
あ
ら
か
し
公
園
） 

食
品
衛
生
管
理
者
講
習 

１ 

名 

八
幡
支
援
学
校
生
徒
見
学 

１ 

名 

認
知
症
対
応
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
設
者
研
修 

1

名 

第

6

回
運
営
推
進
会
議 

～

17

日 

八
幡
支
援
学
校
生
徒
実
習 

1

名 

～

3

月
中 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
講
習
会 

オ
ン
ラ
イ
ン 

6

名 
 

 

名 処
遇
改
善
交
付
金
支
給(

後
期)

／
２
０
２
２
年
度
労
働
条
件
通
知
書
交
付 

八
幡
市
多
職
種
連
携
を
考
え
る
会 

３
名 

Ｄ
棟
集
会
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
（
ベ
ト
ナ
ム
文
化
交
流
）
協
力 

交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

オ
ン
ラ
イ
ン 

1

名 
～

14

日
小
規
模
多
機
能
型
サ
ー
ビ
ス
等
計
画
作
成
担
当
者
研
修 

１
名 

福
祉
送
迎
運
転
者
講
習 

2

名 

セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
活
動
団
体
の
後
継
者
育
成
と
事
業
承
継
」
オ
ン
ラ
イ
ン

1

名 

コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
第

49

号
発
行 

活
動
日
誌 

2

月 

～ 

5

月 

☆ ご 寄 贈 い た だ き ま し た   
 

・ふきよせさんより捨て布を 

・多くの方から 花、野菜、果物、菓子類、布地を 

 

 

 

ありがとう   

ございました 

今
後
の
活
動
予
定 

 

「
コ
ス
モ
ス
男
山
」
の
開
所
か
ら

15
年
を
経
過
し
「
コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
」

の
発
行
も

50

号
に
至
り
感
無
量
で

す
。
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ご
協
力
、
ご
支
援
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。
毎
号
の
巻
頭
言
は
じ

め
、
紙
面
は
、
時
々
刻
々
の
時
代
の
風

と
社
会
の
在
り
方
を
提
言
し
、
ま
た
確

認
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
始
め
多

く
の
方
々
の
ご
意
見
、
思
い
が
浮
か
ん

で
参
り
ま
す
。 

今
後
は
在
宅
支
援
と
い
う
大
き
な

課
題
を
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
時
代

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

発
行
の
継
続
を
願
い
な
が
ら
ど
の
よ

う
な
形
、
内
容
に
な
る
の
か
共
に
考
え

歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上 

一
枝 

 

編

集

後

記 
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